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研究内容： 非線形エルゴード定理とその応用 

非線形エルゴード理論は，古典力学，確率過程，数理計画などに応用される．非拡大写像に対する非線形エルゴー

ド定理は，１９７５年に Baillon によって初めて示された． 

 

   C を Hilbert 空間の閉凸集合とし，T を C から C への非拡大写像とする．このとき， 

T の不動点集合 F(T) が空でないならば，任意の C の元 x に対して {Tnx} は  

F(T)のある元に平均弱収束する． 

 

その後，可換な非拡大写像の半群に対する結果が得られている．しかし，量子力学などには可換の結果では応用で

きない．そこで，以下の問題を考えることを研究目的としている． 

（１） Banach 空間において，非可換な非拡大写像の半群に対する不動点定理の研究 

（２） Banach 空間において，非可換な非拡大写像の半群に対する強収束定理の研究 

（３） （１），（２）の量子力学への応用についての研究 

非線形エルゴード理論の古典力学，確率過程，数理計画などへの応用は，すでに多く行われている．しかし，量子力学

への応用については，これまで研究された例は少ない．Hilbert 空間において証明された Baillon の結果は，Bruck によ

って Banach 空間で示された．西浦－塩路－高橋によって，Banach 空間において，非可換な非拡大写像の半群に対す

る弱収束の結果が得られている．この研究では、現在の非線形エルゴード理論と量子力学の橋渡し的なものになり得

ると考えられる． 
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